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────────────────────────────────────────
１ 農林水産省からお知らせ
────────────────────────────────────────
（１）「第４次食育推進基本計画」が食育推進会議（会長：野上農林水産大臣）で決定

令和３年３月31日に「第４次食育推進基本計画」が食育推進会議（会長：野上
農林水産大臣）で決定され、農林水産省では「新たな「食育推進基本計画」の公表
について」をプレスリリースしました。
国民の健全な食生活の実現と、環境や食文化を意識した持続可能な社会の実現の

ために、SDGsの考え方を踏まえながら、多様な関係者が相互の理解を深め、連携・
協働し、国民運動として食育を推進することとしています。
https://www.maff.go.jp/j/press/syouan/hyoji/210331_35.html
（令和３年３月31日プレスリリース）

────────────────────────────────────────
（２）令和２年度「食育に関する意識調査」の結果を公表

農林水産省では、食育に対する国民の意識を把握するために、令和２年12月に
「食育に関する意識調査」を実施し、同年３月31日にその調査結果を公表しまし
たのでお知らせします。
https://www.maff.go.jp/j/press/syouan/hyoji/210331.html
また、この中で、「５ 食文化について」と題し、「食文化を受け継ぐことの意

識」など、食文化の継承に係る調査結果（全18頁）も取りまとめられています。
https://www.maff.go.jp/j/syokuiku/ishiki/r03/pdf/houkoku_2_5.pdf

────────────────────────────────────────
（３）2020年度「和食文化継承リーダー」を登録

農林水産省の委託事業による、子どもたちや子育て世代に和食文化継承を伝える
中核的な人材育成研修プログラムを経て、2020年度「和食文化継承リーダー」が登
録されました。
今後、教育現場のみならず、地域での和食文化の保護・継承の担い手として、ご

活躍頂きたいと考えています。
https://ouchidewashoku.maff.go.jp/news/934



────────────────────────────────────────
２ 東海地域のお知らせ
────────────────────────────────────────
（１）（株）篠島お魚の学校 「島の旨いを伝えたい！」（漁家の魚料理体験）

（株）篠島お魚の学校（愛知県南知多町）は、魚介本来の美味しさを伝えるだけ
でなく、食卓の中に「旬」の魚介を取り込んでいただく事こそが重要だと考え、そ
れを伝えるべく、「＆しらす食堂2929」を2019年から営業しています。
食卓に魚介料理を手軽に取り入れていただくための郷土料理の調理体験として、

魚捌き（刺身、煮魚、塩焼き等）、干物（塩干し、たまり干し）、茹でたこ、貝捌
き、島の郷土料理（味噌と季節の魚介を合わせたもの）作りなどを行っており、今
後もこうした体験事業により、島の郷土料理を守っていきたいと考えています。
https://www.osakana-school.com

────────────────────────────────────────
３ テレビ放映等のお知らせ
────────────────────────────────────────
（１）BS朝日「政府広報テレビ『宇賀なつみのそこ教えて！』日本の宝！和食文化を

守ろう・広めよう」放送のお知らせ
令和３年４月16日（金）18時から放送のBS朝日「政府広報テレビ『宇賀なつみ

のそこ教えて！』」では、「日本の宝！和食文化を守ろう・広めよう」として和食文
化が特集されます。
「SAVOR JAPAN」や「食かけるプロジェクト」等による和食文化の海外への発信

など、農林水産省が行っている和食文化を広める取組について紹介や、取材先や写真
・動画の紹介として下記のとおり東海地域の事例も取り上げられる予定となっており
ます。
取材先：全国子ども和食王選手権 和食王

岐阜県岐阜市立長良小学校５年生「へぼ飯」
写真・動画の紹介：愛知県南知多町 SAVOR JAPAN
番組概要：
政府広報TV「宇賀なつみのそこ教えて！」日本の宝！和食文化を守ろう・広めよう
放送日時 BS朝日 令和３年４月16日（金）18時から18時30分（予定）
ゲスト 東洋大学准教授 露久保 美夏氏
番組HP https://www.gov-online.go.jp/pr/media/tv/soko_oshiete/index.html

────────────────────────────────────────
４ その他
────────────────────────────────────────
（１）みなさんからの情報をお待ちしてます！（掲載記事の募集）

本ネットワークでは、食文化の保護・継承活動に関する情報を発信します。
会員の皆様から、広く発信・共有したい情報等がございましたら、
・ タイトル（30字以内）
・ 本文（300字以内）
・ URL

をご記入の上、本メールに返信願います。
本メールの「２ 東海地域のお知らせ」のように、当該メールマガジン及びWeb

サイトに掲載させていただきます。
────────────────────────────────────────
（２）「東海地域の和食文化ネットワーク」の会員募集中！！

東海農政局では、地域における多様な食文化の保護・継承を継続的に進めるため、
東海地域（岐阜県・愛知県・三重県）の関係者をつなぐ「東海地域の和食文化ネッ
トワーク」の専用Webサイトを立ち上げ、会員募集をしております。
会員の皆様におかれましては、お知り合いの方にご案内いただけますと幸いです。



https://www.maff.go.jp/tokai/keiei/shokuhin/bunka/shokunet.html

○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○
● 東海地域の和食文化ネットワークの事務局 ●
○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○
窓口：東海農政局 経営・事業支援部 地域食品・連携課
住所：名古屋市中区三の丸１－２－２
電話：052-223-4602
FAX：052-201-1703
メールアドレス：wasyokubunkanw_tokai@maff.go.jp

＜本省のWebサイト（和食文化ネットワーク）＞
https://www.maff.go.jp/j/keikaku/syokubunka/network/main.html


